
令和５年度第２回龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議 

次   第 

 

日 時：令和５年７月５日（水） 

午前 10時 00分から正午まで（予定） 

場 所：市役所附属棟１階第１会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 議 事 

【審議事項】 

(1) 北文間コミュニティセンター用地の取得について【地域づくり推進課】 

(2) 公共施設再編成の第２期行動計画に係る進行管理について【管財課】 

(3) 公共施設再編成の第３期行動計画に係る進行管理について【管財課】 

【報告事項】 

(1) 旧城南中学校の跡地活用について【管財課】 

(2) （仮称）新保健福祉施設整備事業の進捗状況報告【管財課】 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 



公共施設等マネジメント戦略会議 

付議事項概要書 

№  １ 
 

件  名 北文間コミュニティセンター用地の取得について 

区  分 

１ 公共施設等総合管理計画の策定等 

２ 上記１に基づく取組推進等 

    ⅰ  個別施設計画の策定      ⅱ 公共施設の新設       

   ⅲ  公共施設の用途廃止・変更    ⅳ 公共施設の管理運営方法  

   ⅴ 進行管理 

３ 市有財産の取得，財産の借受   ４ 市有財産の売却・貸付          

５ その他 

協議の論点 
（協議すべきポイントを簡潔に記載すること） 

 北文間コミュニティセンター用地取得の可否について 

協議事項の 

具体的内容 

（現状・課題，これまでの協議経過，今後の予定，他自治体の状況等） 

１ 経緯 

  北文間コミュニティセンター用地は4筆から成り、そのうち長沖町814番は

平成元年3月に市が取得し、残り3筆はこれまで借地であった。 

  平成29年6月の公共施設等マネジメント戦略会議にて、残り３筆の用地取

得について了承され、815番1は平成30年2月に、813番は令和2年3月に市が取

得してきた。その後、残り1筆となった   を取得するため、令和3～4年

度に予算要求を行ってきたが、用地の必要性を再精査し、土地返還を含めて

再考を要するとの見解により、予算措置が見送られていた。 

本件については、令和5年度当初予算において、予算措置がされたところ

ではあるが、平成29年度の公共施設等マネジメント戦略会議から時間が経過

しているため、改めて諮るものである。 

２ 土地の概要 

所在：龍ケ崎市          

地目：田 

地籍：２８８㎡ 

 区域区分：市街化調整区域 

３ 取得価格 

不動産鑑定士による調査により価格を算定し,公共用地等計画連絡調整会

議に諮り取得価格を決定する。 

（参考）不動産価格調査の結果（令和2年11月1日時点） 

 

４ 相手方の意向 

  地権者：     

コミュニティセンター用地として長年使用されており、今更返還される

のは困る。出来れば市で買い上げてもらいたいとのこと。 

添付資料 位置図，登記事項証明書，公図，地積測量図 

部課等名   市民経済部 地域づくり推進課 コミュニティ推進グループ 

情報公開の区分（該当事項を○で囲む，又は適宜記入すること。） 

公  開 
 

部分公開 
 

非 公 開 

非公開（部分公開を含む。） 

とする理由 

龍ケ崎市情報公開条例第９条第 2･5号該当 

個人に関する情報・意思決定過程 

公開が可能となる時期 

（可能な範囲で記入） 

 

 

令和５年７月５日 

公共施設等マネジメント戦略会議 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

龍ケ崎市情報公開条例第９条第５号 

「実施機関の内部における検討等の 

意思決定過程」 

に該当するため、資料は非公開とさせていただきます。 

令和５年７月５日 第２回公共施設等マネジメント戦略会議 

「北文間コミュニティセンター用地の取得について」 

 

（掲載内容） 

 位置図、公図、全部事項証明書、地積測量図 

 



公共施設等マネジメント戦略会議 付議事項概要書 

№  ２ 
 

件  名 
公共施設再編成の第２期行動計画に係る進行管理について 

公共施設再編成の第３期行動計画に係る進行管理について 

区  分 

１ 公共施設等総合管理計画の策定等 

２ 上記１に基づく取組推進等 

    ⅰ  個別施設計画の策定      ⅱ 公共施設の新設       

   ⅲ  公共施設の用途廃止・変更    ⅳ 公共施設の管理運営方法 

   ⅴ 進行管理 

３ 市有財産の取得，財産の借受   ４ 市有財産の売却・貸付          

５ その他 

協議の論点 

（協議すべきポイントを簡潔に記載すること） 

・ 第２期行動計画に係る令和４年度に設定した目標を達成できている

か。達成できていない場合には、課題の整理、見直しが行われている

か。 

・ 第３期行動計画に係る令和５年度の達成目標・具体の取組事項は適切

に設定されているか。 

協議事項の 

具体的内容 

（現状・課題，これまでの協議経過，今後の予定，他自治体の状況等） 

１ 進行管理に係る 今後のスケジュール （予定） 

令和５年７月１４日 公共施設等マネジメント推進委員会  

令和６年３月～４月 第３期行動計画（令和５年度）実績報告 

令和６年４月～５月 第３期行動計画（令和６年度）目標設定 

添付資料 

資料１ 公共施設再編成の行動計画に係る進行管理概要書 

添付 公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

添付 公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

部課等名 総務部 管財課 再生戦略グループ 

情報公開の区分（該当事項を○で囲む，又は適宜記入すること。） 

公  開 

部分公開 

非 公 開 

非公開（部分公開を含む。） 

とする理由 

龍ケ崎市情報公開条例第９条第 号該当 

公開が可能となる時期 

（可能な範囲で記入） 
 

 

令和５年７月５日 

公共施設等マネジメント戦略会議 
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        資料１  

公共施設再編成の行動計画に係る進行管理 

１ 龍ケ崎市の公共施設再編成について 

 龍ケ崎市ではニュータウン開発や佐貫駅周辺開発などの市街地整備に合わせて，昭和５０年代後半から平

成１０年代前半にかけて，小中学校などの公共施設や道路などのインフラを整備してきました。これらの公

共施設等は，時間の経過とともに一斉に老朽化が進行し，更新時期には莫大な費用が必要になると予測され

ています。 

 公共施設が担う必要性の高い機能を確保しつつ，財政状況の悪化を回避して，公共施設の全体最適化と持

続可能な財政運営の両立実現を目指すために，「龍ケ崎市公共施設再編成の行動計画」に基づき，個別施設の

再編成計画や長寿命化計画の策定，管理運営の見直し，適正管理のための改修工事などを実施しています。 

 

２ 第 2期行動計画の進捗状況一覧 

進行管理計画期間：平成２９年度～令和 4年度（公共施設等総合管理計画の見直しと合わせ 6年） 

対象施設５４施設 

 

区 分 施設数 施設名 

終了 

（Ｒ３時点） 
3１施設 

小中学校(17)、小中学校(旧北文間小学校) 、職業訓練校、(仮称)まいん「元気」サ

ポートセンター、障がい児通所支援事業所つぼみ園、教育センター、市民活動センタ

ー、市営住宅(3)、中央図書館、歴史民俗資料館、文化会館、西部出張所、農産物直

売所 

順調 

概ね順調 
９施設 

第二庁舎、森林公園、総合福祉センター、学校給食センター第一調理場・第二調理

場、新学校給食センター、新保健福祉施設、旧長戸小学校、道の駅 

遅れている １施設 農業公園豊作村 

見直しが必要 １施設 地域福祉会館 

合 計 42施設 
※保育ルーム 12施設は小学校の再編成と連動しているため，合計施設数に含めて

いません。  
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３ 第 2期行動計画の主な目標と成果（令和 4年度） 

 

施設名 令和４年度達成目標と取組事項 主な取組成果 

第二庁舎 

【財政課】 

・本市全体の公共施設の再編成を踏まえ、他

施設への移転を基本に検討を継続していく

とともに、移転を念頭に施設維持費抑制の

ため、事後保全を基本とした適正な維持管

理を行う。 

 

公共施設再編成の視点や借地解消を鑑み、将来

に向けた第二庁舎活用の方向性を検討し、当面の

間は土地賃貸借契約を継続し、第二庁舎を施設管

理事務所として活用することとした（シルバー人材

センターは R7以降に地域福祉会館に移転予

定）。 
森林公園 

【都市施設課】 

・「緑の基本計画」を策定し，本計画に森林公

園を拠点公園と位置づけ、再整備の方向性

についても関係各課と協議を行い明示。 

・施設の再整備及び管理運営に係る指針を

策定。 

既存施設の更新及び新規施設整備を含めた森

林公園の管理運営手法について、公募設置管理制

度（Park-PFI）を導入予定。 

農業公園豊作村 

【農業政策課】 

・必要に応じた計画的な改修工事を行う。 

・現在の指定管理期間の終了（令和 5 年度

末）を見据え、今後の施設管理運営に関する

方針案を作成する。 

交流ゾーン（湯ったり館・運動広場）は、運営状

況の悪化が顕在化。さらに光熱水費の急増によ

り、市負担額が過大となる事業費試算。 

清掃工場建設に伴う地元への還元施設である

ことを考慮しつつ、事業継続に限定せずに管理運

営方針（事業継続・廃止・見直し等）を再考。 
総合福祉センター 

【介護福祉課，企画課】 

・「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての

具体的な事業を検討するとともに利用形態

にあった施設の今後の方針案を作成する。 

利用率向上の取組として、ＰＲ動画の作成など

を行い周知活動を展開。 

令和５年度はポールウォーキング講座、ニュース

ポーツを体験できるイベントの開催、パッチワーク

教室などを計画し利用率向上を図る。 
地域福祉会館 

【社会福祉課，企画課】 

・本市全体の公共施設の再編成を踏まえ、今

後の施設の利活用について検討し、報告書

に取りまとめる。 

新保健福祉施設に事務機能を移転。 

給食サービスの調理や朗読ボランティアの録音

などは、引き続き地域福祉会館での実施に向け協

議・検討。 

学校給食センター第一調理

場，第二調理場（跡地活用） 
【企画課，学校給食センター】 

・戦略会議で検討を継続していくとともに、

公共施設あるいは民間事業者等による活用

の可能性について検討を進め、具体的な跡

地活用案を策定する。 

・安心・安全な学校給食を提供するため、必

要な維持管理（点検・補修）を行う。 

第一調理場は公募による売却、第二調理場は解

体の上，龍ケ崎西小学校と一体的活用方針。 

令和 5年度は、第一調理場は公募による活用

を想定し境界確定等の実施、第二調理場は解体に

係る業務を行う。 

新学校給食センター 

【学校給食センター】 

・令和５年９月の供用開始を目指し、令和４年

度中に建設工事を進め、厨房機器工事に着

手する。 

令和５年９月の供用開始に向け、新学校給食セ

ンター整備に係る、建設事業の推進。 

新保健福祉施設 

【健康増進課，社会福祉課，

介護福祉課】 

・事業再検討の結果を踏まえた整備工事実

施設計業務を行う。 

 施設の機能や市民サービスを検討し、１階を事務
スペース、2階を保健センタースペース、3階を市

民交流スペースとして整備計画。 

旧長戸小学校（跡地活用） 

【コミュニティ推進課・ 

道路整備課】 

・新長戸コミュニティセンターへの進入道路

（市道第 3-309号線）について、拡幅工事

を実施する。 

・地元の方の意見などが反映された新長戸

コミュニティセンター整備工事実施設計業務

を行う。 

新長戸コミュニティセンターへの進入道路拡幅

に向け、市道第３-309号線道路工事を実施。 

再検討内容（スタジオ機能の追加等）踏まえ協議

会に説明了解の基、実施設計業務を実施、令和５

年度に工事着手予定。 

道の駅 

【まちの魅力創造課】 

・道の駅整備の再検証を行い、今後の方向性

を決定する。 

再検証として、道の駅基本計画で示した概算事

業費や、管理運営にかかる収支見込みなどを立地

条件が類似する他の道の駅の売り上げなどを参

考に再算定し、公式ＨＰや広報誌などを通して公

表。 

市民や関係団体などから意見交換会やアンケー

ト調査を実施。 

地域振興施設（機能）を縮小した「道の駅」を整

備する方向性を決定。 
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 第３期行動計画の取組事項（進行管理計画期間：令和５年度～令和９年度） 

個別施設の見直し対象施設 10施設（事業） 
No 事業名称 取組事項 Ｒ５取組事項 
1 

 

農業公園豊作村の今後の方針検討

結果に基づく機能・事業運営の最適

化 

【農業政策課】 

①湯ったり館の今後の管理運営

方針決定及び方針に基づく施

設利活用策の決定 

②農業公園豊作村の今後の在り

方の検討結果に基づく機能・事

業運営の最適化 

①【現行事業を継続した場合】 

・運営方針に沿った指定管理者の選定※3年間 

【現行事業を終了した場合】 

・施設の利活用策を検討（ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ調査など） 

②・総合交流ターミナルの運営方針に沿った指定管

理者の選定※3年間 

2 新学校給食センターの整備及び学校

給食センター第一・第二調理場跡地

の活用検討 

【学校給食センター・管財課】 

①新学校給食センターの整備 

②学校給食センター第一・第二調

理場跡地の活用検討 

①・新施設における効率的な運用方針の決定 

・建設工事を完了し、供用を開始（９/1） 

②・第二調理場の解体工事実施設計を行った上で解

体工事を行い、龍ケ崎西小学校駐車場として整備 

・第一調理場の公募型プロポーザル等による事

業者の選定（決定） 

3 新保健福祉施設の整備 

【管財課・健康増進課】 

①新保健福祉施設の整備 

②市庁舎内の機能の再配置 

③保健センターの解体 

①・実施設計を完了（6/30） 

・建設工事を開始 

・市民交流スペースの運営手法を決定 

②・組織機構改革を踏まえた部課等の再配置や必要

な改修等を検討 

③・解体工事実施設計を完了（6/30） 

4 地域福祉会館利活用の検討 

【管財課・福祉総務課】 

①地域福祉会館利活用の検討 ①・社会福祉協議会とボランティアが使用するスペ

ース等を協議し決定 

・再編成の視点で利活用を検討 

5 第二庁舎の再編成 

【管財課・道路公園課】 

①施設管理事務所 

②公益社団法人龍ケ崎市シルバ

ー人材センター 

①・今後の方向性を検討し決定 

・移転可能な施設の検討 

②・移転に向けた協議を行い、移転先及び移転スケ

ジュールを決定 

6 森林公園の再整備 

【道路公園課】 

①森林公園の再整備 ①・公募設置管理制度（Park-PFI）を用いて、事業

者を公募 

・事業応募者からの提案書の審査・選定 

・基本協定締結 

・実施協定締結 

・公募対象公園施設建設開始（カフェ等の収益施

設） 

7 新長戸コミュニティセンターの整備

及び長戸コミュニティセンター跡地

の活用検討 
【地域づくり推進課・道路公園課・管財課】 

①新長戸コミュニティセンター整

備 

②長戸コミュニティセンター跡地

の活用検討 

①・実施設計を完了 

②・埋蔵文化財収蔵庫を整備することを基本に活用

を検討し、活用方針を決定 

8 職業訓練共同施設の今後の在り方の

検討に基づく機能・事業運営の最適

化 

【商工観光課】 

①職業訓練共同施設の今後の在

り方の検討に基づく機能・事業

運営の最適化 

①・職業訓練法人龍ケ崎地区高等職業訓練協会と

移転等の方針を協議 

・負担金交付市町への意向確認 

9 龍ケ崎版小中一貫教育「龍の子人づ

くり学習」を踏まえた、小中学校の適

正規模・適正配置の取組 

【教育総務課・管財課】 

①長山中学校を受入れ校とした

義務教育学校の整備 

②その他小学校の統合及び施設

一体型小中一貫校の検討 

③松葉小学校、長山小学校の跡

地活用検討 

①・小学校校舎及び体育館新築工事実施設計 

・プール解体工事及び仮設駐車場整備 

・松葉、長山地域の住民自治組織等関係者への情

報提供・情報共有 

②③令和６年度から具体的な検討を開始（内部協

議）、松葉、長山地域の住民自治組織等関係者への

説明及び協議 

10 公共施設跡地活用検討 

【管財課・都市計画課・道路公園課】 

①旧城南中学校 

②旧佐貫中央第２駐輪場 

①・公募型プロポーザルにより事業者を選定（7/4

公募開始） 

・協定、契約等締結 

・地元の住民自治組織等への説明を実施 

・民間事業者等による活用を開始 

②・道路用地としての都市計画決定解除手続きを実

施 

・解体工事を実施 

・跡地活用の検討開始 

・民間事業者等へのヒアリングを実施 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
3.2.3第二庁舎【財政課】（30ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 建物は更新時期に来ていますが，現在地での建替えではなく，他施設への移

転を検討します。 

・ 第ニ庁舎は全部借地のため，移転後は建物を解体し，借地を返還します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

現状課題分析 
      

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 

・報告書作成 

      

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

本市全体の公共施設の再編成を踏まえ，他施設への移転を基本に検討を継続していくとともに，

移転を念頭に施設維持費抑制のため，事後保全を基本とした適正な維持管理を行う。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）施設の在り方の検討 

   これまで，第二庁舎を使用する「シルバー人材センター」及び「施設管理事務所」を移転する

ことを前提に検討をすすめてきたところであるが，本施設を解体し，借地を所有者に返還する

という考え方については変更しないものの，施設管理事務所については，移転先の改修コスト

や所管業務の今後の在り方を踏まえ，移転前提ではなく，本施設を一定年数維持しながら業務

の移行を行っていくことも視野に，その方向性について「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦

略会議」等により検討を行っていく。 

 

（２）公共施設点検チェックシートに基づく自主点検 

   電気設備，空気調和設備，給排水衛生設備，消防設備等の点検を行い，不具合の把握に努め

る。 

 

（３）関係部課等との連携 

   関係する部課等と連携しながら，今後の他施設への移転を前提とした施設の維持補修に努め

る。 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

施設管理事務所の人員配置や事務事業の見直し等が必要であり、その課題と併せて

適切な時期に移転を行うことが必要である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）施設の在り方の検討 

公共施設再編成の視点や借地解消を鑑み、将来に向けた第二庁舎活用の方向性を企画課で検討

し、当面の間は土地賃貸借契約を継続し、第二庁舎を施設管理事務所として活用することとした

（シルバー人材センターは R7以降に地域福祉会館に移転予定）。本件については、龍ケ崎市公共施

設等マネジメント戦略会議、龍ケ崎市公共施設等マネジメント推進委員会、定例庁議に付議し、了

承を得ている。 

 

（２）公共施設点検チェックシートに基づく自主点検 

自主点検を６月に実施し空気調和設備，給排水衛生設備，消防設備等は不具合等がなく正常に稼働

していたが，敷地内にある電気設備（電気引込計器箱）に老朽化による腐食が見られた。 

 

（３）関係部課等との連携 

自主点検により発見した電気引込計器箱の交換を行いインフラを安定的に稼働できるよう保全に

努めた。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
3.3.4森林公園【都市施設課】（40ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 森林公園が担ってきた役割や提供してきたサービスを見直し，さらに付

加価値の創出を検討します。 

・ そのうえで，管理棟，トイレ，キャビンハウス，ログハウスの更新計画を

策定していきます。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

現状課題分析 
 

     

再編成の戦略協議   
 

   

取りまとめ 

・報告書作成 
    

 
 

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

・ 「緑の基本計画」を策定し，本計画に森林公園を拠点公園と位置づける。再整備の方向性につい

ても関係各課と協議を行い明示する。 

・ 施設の再整備及び管理運営に係る指針を策定する。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）「緑の基本計画」の策定 

昨年度，本計画策定に向けた市民アンケート調査が完了したため，調査等を踏まえた本計画の

策定を完了させる。 

・市民アンケート調査の結果集計 

・森林公園を「拠点公園」として本計画へ位置づけ 

 

（２）再整備の方向性の明示 

   本計画を策定するにあたり，関係各課と今後の森林公園の再整備について協議・検討し，再

整備の方向性についても明示する。 

・サウンディング調査結果の提案内容の精査 

 

（３）施設の再整備及び管理運営指針の策定 

   既存施設の更新，新規施設整備等及び今後の森林公園の管理運営方法について，官民連携

（PPP／PFI）等の手法による管理運営を含めた検討を行い，指針の策定等，再整備に向けての

必要な準備を行う。 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

森林公園の再整備については，事業期間が複数年にわたり実施していくものであ

り，管理運営手法を公募設置管理制度（Park-PFI）とすること，また，地権者か

ら用地取得する予定であることから，事業を進めるにあたっては，関係各課等を含

め，計画的に実施する。 

具体の活動実績及び成果 

（１）「緑の基本計画」の策定 

本市にふさわしい緑地の適正な保全及び緑化の推進を計画的に実施するため，昨年度に実施した本

計画策定に向けた市民アンケート調査結果を集計し，調査結果等を踏まえた本計画を策定した。 

なお，策定にあたり，森林公園等の大規模公園を拠点公園として位置づけ，既存公園の魅力向上を

図るための具体的な取り組み・リニューアル方針を作成した。 

 

（２）再整備の方向性の明示 

   龍ケ崎市森林公園再整備事業検討会議を設置し，昨年度実施したサウンディング調査結果を踏まえ,

関係各課と協議・検討を行い，森林公園の特徴を活かした再整備の方向性を明示した。 

  

（３）施設の再整備及び管理運営指針の策定 

   森林公園の再整備については，既存施設の更新及び新規施設整備を含めた森林公園の管理運営手法

について，民間活力を視野に入れ検討し，公募設置管理制度（Park-PFI）によることとし，庁議・議

会にて了承を得た。また，本事業を市最上位計画の前期基本計画へ搭載した。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
3.3.5農業公園豊作村【農業政策課】（41ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 順次計画を立てて，予防的な維持改修を行っていきます。 

・ 将来的な運営の在り方について検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

現状課題分析  
 

H30指定期間

終了 
  

 

 
 

再編成の戦略協議    
 

  

取りまとめ 

・報告書作成 
     

 

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

・必要に応じた計画的な改修工事を行う。 

・現在の指定管理期間の終了（令和 5年度末）を見据え、今後の施設管理運営に関する方針案を

作成する。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）計画的な改修工事 

・ 湯ったり館換気設備改修工事 

・ 湯ったり館温水コイルユニット改修工事 

・ 湯ったり館 PAS交換工事 など 

 

（２）施設管理運営に関する方針案を作成 

・ 指定管理者であるまちづくり・文化財団による施設運営状況の検証 

・ 他市町村の事例の調査 

・ 庁内関係部署（企画課等）との協議 

・ 方針案を作成 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

■ 遅れている 

□ 見直しが必要 

近年の利用者数の減少に加え，急激な燃料費高騰により事業費における市負担額

が大幅に拡大していることから，事業廃止も含めて管理運営方針を検討する必要が

あるが，還元施設であることも十分に考慮し，関係部署や地元と情報共有を図って

いくことが重要である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）計画的な改修工事 

湯ったり館において、予定していた換気設備改修工事、温水コイルユニット改修工事、PAS交換工事

を行った。新型コロナウイルスの影響による部材の納品時期遅延の懸念があったため早期に契約を交わ

して準備を進めることで、当初予定していた臨時休館期間中に工事を完了することが出来た。 

  また、部材の納品時期遅延を理由に、令和４年度からの繰越事業となっていた給水設備更新工事につ

いては令和４年５月に完了することができた。 

 

（２）施設管理運営に関する方針案を作成 

農業公園豊作村の指定管理期間が令和５年度をもって終了することを見据え、特に、運営状況の悪化

が顕在化している交流ゾーン（湯ったり館・運動広場）を中心に、施設設置及び管理運営の経緯、入館

者数及び使用料収入の推移、指定管理料等事業費の推移などを取りまとめるとともに、近年の社会経済

情勢の変化など当該事業を取り巻く状況や他自治体が運営する類似施設の状況等を踏まえて、管理運営

における課題を整理した。整理した課題に対する改善策を提示するなど、事業継続に向けた管理運営方

針（案）の検討を進めたが、温浴施設という事業形態に加えて昨今の燃料費高騰による光熱水費の急増

が影響し、今後の市負担額があまりに過大となる事業費試算となったことから、清掃工場建設に伴う地

元への還元施設であることも十分に考慮しつつ、事業継続に限定せずに管理運営方針（事業継続・廃止・

見直し等）を再考することとした。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
3.4.2総合福祉センター【介護福祉課，企画課】（44ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 
・ 「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての具体的な活用方法の検討 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

現状課題分析       

再編成の戦略協議  
 

 

 

 
   

取りまとめ 

・報告書作成 
     

 

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての具体的な事業を検討するとともに利用形態にあった

施設の今後の方針案を作成する。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）施設利用率向上のための取組等の検討 

   令和３年度に利便性向上等を目的の 1 つとして，条例改正により施設機能等を見直したこと

から，施設の積極的 PRをはじめとした利用率向上のための取組を検討する。また，利用者ニー

ズの一層の把握に努め，ニーズに合った事業の新規展開に向けた検討を行う。 

（２）長寿会活動の活性化に向けた支援等の検討 

   施設を多く利用している長寿会の会員数等が，コロナ禍等により，減少傾向にあることから，

長寿会だよりの発行をはじめとする既存の PR 活動を継続しながら，会員数増加に向けた新た

な支援や取組を検討する。 

（３）社会福祉協議会の強みを活かした取組の検討 

   ボランティア協議会等，社会福祉協議会と関係の深い団体との協働や，ふるさとふれあい公

園との有機的連携等，社会福祉協議会ならではの取組を検討する。 

（４）施設機能の再検討 

   施設が「高齢者の生きがいづくりの拠点」として一層ふさわしいものとなるよう，既存機能

の検証を行い，必要に応じて見直し等を検討する。 

（５）施設老朽化等への対策検討 

   今後の施設の利用形態等を考慮して，施設や設備等の改修計画を検討する。 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

 条例改正を行い，令和 4年 4月より施設の団体利用が可能となったことで，新
規の団体活動の利用者も増えてきており，稼働率の向上に寄与している。また，ク
ラブドラゴンズと協力し，新規事業として始まった HOGUストレッチは参加者か
ら好評を得ており，次年度以降も継続する予定である。 
 一方で，施設の老朽化により，設備の不具合等が発生しており，その都度修繕を
実施している状況である。施設の改修については，今後計画的に実施する予定であ
り，利用者が安心して利用できる環境を整備していく。施設の老朽化対策や新規事
業の実施により，高齢者の生きがいづくりの拠点として，施設利用の促進に繋げ
る。 
 また，毎月福祉センターと定例会議を開催し，適切な施設運営に関して協議を行
うとともに，「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての具体的な事業案について
検討を重ね，令和 5年度の新規事業として，ポールウォーキング講座，ニュース
ポーツを体験できるイベントの開催，パッチワーク教室などを実施する予定であ
る。 

具体の活動実績及び成果 

（１）施設利用率向上のための取組等の検討 

施設の利用率向上の取組として，施設のＰＲ動画を作成し，デジタルサイネージやＨＰで公開した。 

また，敬老記念品を配付する際に施設の案内チラシを同封して配付したほか，敬老記念品を配付す

る臨時窓口を開設した際に，モニターを設置しＰＲ動画を流すなど積極的に周知活動を展開した。 

「高齢者の生きがいづくりの拠点」としての具体的な事業案について検討を重ね，ポールウォーキ

ング講座，ニュースポーツを体験できるイベントの開催，パッチワーク教室などの新事業を令和５年

度の事業計画に盛り込んだ。 

（２）長寿会活動の活性化に向けた支援等の検討 

   長寿会だよりの発行を継続し，長寿会入会者の促進に努めたほか，地区長寿会の代表者宅を個別訪

問し，課題解決の支援等を行った。 

   また，毎年開催している長寿大学の入学期限を撤廃し，随時受付可能とすることで，新たな生きが

いづくりを広げる場として参加促進を図った。 

（３）社会福祉協議会の強みを活かした取組の検討 

   ボランティア連絡協議会と協力し，総合福祉センターを会場としたイベント（ふれ愛クリスマス）

を開催した。開催に当たっては，指定管理者である社会福祉協議会との繋がりを活かし，関係機関と

の調整は円滑に行われ開催することができた。 

（４）施設機能の再検討 

   東海村の福祉センターを視察し，施設の運営方法や利用促進策などについて意見交換を行った。参

考となる取組等については，当市でも実現できるか検討し，施設の利用促進に繋げたい。 

（５）施設老朽化等への対策検討 

   施設の老朽化対策としては，正面玄関と門にある総合福祉センター文字盤の修繕や，外壁の蜘蛛の

巣の除去など，指定管理者ができる範囲で施設の美化に努めた。 

   また，施設の改修については，今後計画的に実施する予定であり，令和５年度は厨房の空調設備工

事，外壁・屋根改修工事の実施設計，旧小貝川の護岸改修工事のための測量・地質調査，実施設計の

ための予算を計上した。令和６年度以降も外壁・屋根改修工事，旧小貝川の護岸改修工事を予定して

おり，利用者が安心して利用できる環境を整備していく。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
3.4.3地域福祉会館【社会福祉課，企画課】（45ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 福祉のまちづくりの実現を目指す社会福祉協議会の拠点として，ボラン

ティアを中心とした発展的な活用案の検討 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

現状課題分析       

再編成の戦略協議    
 

  

取りまとめ 

・報告書作成 
    

 
 

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

本市全体の公共施設の再編成を踏まえ，今後の施設の利活用について検討し，報告書に取りまと

める。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）地域福祉会館の発展的な活用案の取りまとめ・報告 

昨年度までに分析・協議を行った結果を踏まえつつ，活用案をとりまとめ，報告書を作成す

る。 

 

（２）ライフサイクルコストに基づく維持・保全 

補強工事の必要がないとの結果が出た耐震診断により，一般的なライフサイクルコストの考

え方に基づき，今後の長寿命化や予防保全のための改修計画の検討を行う。 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

■ 見直しが必要 

社会福祉協議会が新保健福祉施設完成後に事務スペースを移転することが，協議

の結果，決定した。備品数量等のほか，引き続き地域福祉会館を使用する必要があ

る業務など，協議の中で確認し、移転後の地域福祉会館の活用に留意した改修を検

討する。 

具体の活動実績及び成果 

（１）地域福祉会館の発展的な活用案の取りまとめ・報告 

   災害時ボランティアセンターの機能を維持するため，社会福祉協議会が引き続き事務スペースとし

て利用する活用案で報告書を作成することとしていたが，社会福祉協議会が新保健福祉施設に事務機

能を移す話が持ち上がり，協議を重ねた結果，同施設に移転することとなった。 

   ただし，給食サービスの調理や朗読ボランティアの録音など，引き続き地域福祉会館でなければ行

えない事務もあるため，移転後の利用について引き続き協議・検討することとなった。 

 

（２）ライフサイクルコストに基づく維持・保全 

   予防保全を目的とする，屋根外壁や照明設備のＬＥＤ化など，計画的な改修を検討していたが，上

記（１）のとおり，令和７年度に社会福祉協議会が新保健福祉施設に事務スペースを移転することに

伴い，移転後の活用のしかたに合わせて，改修工事の実施時期についても中期 5か年保全計画で再検

討することとした。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 

3.4.4学校給食センター第一調理場，第二調理場（跡地活用） 

【企画課，学校給食センター】（47ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 学校給食センターは一部屋の区切りが広く，天井が高い，プラットホーム

がある等の特徴を生かし，公共施設として有効活用を検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

現状課題分析  
 

    

再編成の戦略協議 
      

取りまとめ 

・報告書作成 
  

 
   

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

・ 「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」での検討を継続していくとともに，公共施設あ

るいは民間事業者等による活用の可能性について検討を進め，具体的な跡地活用案を策定する。 

・ 安心・安全な学校給食を提供するため，必要な維持管理（点検・補修）を行う。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」による検討の実施 

   「龍ケ崎市公共施設跡地活用方針」に基づき，「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」

において，具体的な跡地活用の検討を継続的に行っていく。 

   公共による活用または民間事業者等による活用（売却・貸与）を明確にし，具体的な跡地活用

案を策定する。 

 

（２）適正な維持管理 

   建物状況を確認し，補修箇所の優先順位を整理した上で，新施設の供用開始時期を考慮し，

業務に支障のない範囲で施設維持費を抑制しながら，必要な修繕等を行っていく。 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

跡地の有効活用の検討を進め，第一調理場については，民間事業者等による活用

を前提とし，公募型プロポーザル方式により選定するための公募要件等を整理して

いく必要がある。第二調理場については，解体の上，龍ケ崎西小学校駐車場として

活用していくこととする方向性を示した。 

具体の活動実績及び成果 

（１）「龍ケ崎市公共施設等マネジメント戦略会議」による検討の実施 

   戦略会議及び庁議において，第一調理場は公募による売却，第二調理場は解体の上，龍ケ崎西小学

校としての一体的な活用していく方針案を提示し了承を得た。 

   令和 5年度からの具体の取組を推進するため，公募・事業者選定に向けた手続き（境界確定・不動

産鑑定，選定委員会事務費等）及び解体に係る業務（実施設計、解体工事）などの予算措置を行った。 

 

（２）適正な維持管理 

   新学校給食センターの供用時期を考慮し，老朽化した各施設において，適切な点検および修繕を行

うことで維持管理に努めた。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
4.2.1新学校給食センター【学校給食センター】（49ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 学校給食センター第一調理場と第二調理場を統合し，施工者のノウハウ

を反映できる設計・施工一括発注方式で整備します。 

・ 建替えにより，衛生環境の改善，アレルギー除去食対応など機能強化を図

ります。 

・ 運営方法の工夫で延床面積等を縮小などコスト削減に留意します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26年度 

(2014) 

H27年度 

(2015) 

H28年度 

(2016) 

H29年度 

(2017) 

H30年度 

(2018) 

R元年度 

(2019) 

R2年度 

(2020) 

R3年度 

(2021) 

R4年度 

(2022) 

再編成の戦略協議  
 

基本事項 
整理 

 

 

基本計画 

策定 

          

用地取得・埋蔵文

化財調査 
    

 

            

実施方針の公表，

業者選定・契約 
      

 

 

  

        

事業化     
  

 

  

 

 

建設工事 

 

 

  

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

令和５年９月の供用開始を目指し，令和４年度中に建設工事を進め，厨房機器工事に着手する。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）龍ケ崎市学校給食センター建設事業の推進 

 ア 建築工事 

 イ 電気設備工事 

 ウ 機械設備工事 

 エ 厨房機器工事 

（２）インフラの整備 

 ア 下水道管路工事 

（３）供用開始後の運用の検討 

  ア アレルギー対応食の供用開始時期 

  イ 献立の割り振り 

  ウ 施設維持管理計画 

 

既存施設解体 
基本・実施設計 

開
設
予
定 

基本・実施設計 

建設工事 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

令和５年９月供用開始に向け、遅れなく建設工事を進め、厨房機器工事に着手し

た。また、下水道管路工事を別契約で実施・完了し、既存公共下水道から宅内公共

桝までを接続した。アレルギー対応食の供用開始時期および献立の割り振りについ

て２月初旬の学校給食運営委員会に諮問・答申を受け、教育委員会で議決を得た。

施設維持管理計画については、保守点検業務委託等の契約準備を進めている。 

具体の活動実績及び成果 

 

令和５年９月の供用開始に向け、新学校給食センター整備に係る以下の作業を進めた。 

 

（１） 龍ケ崎市学校給食センター建設事業の推進 

① 定例会議への参加および各工事担当者との協議調整（４月～３月） 

② 確認機関による中間検査、検査済証受理（１１月） 

③ 厨房機器工事着手（３月） 

④ 令和４年度出来高検査（３月） 

 

（２） インフラの整備 

① 自家用電気使用申込（６月） 

② ガス本支管工事に関する工事依頼（１０月） 

③ 令和４年度龍ケ崎市学校給食センター下水道管路工事完了（２月） 

 

（３） 供用開始後の運用の検討 

① アレルギー対応食の供用開始時期、献立の割り振りについて、令和４年度第２回運営委員会へ諮

問・答申を受け教育委員会への議案提出・議決（1月・２月） 

② 調理業務委託、設備等保守点検業務委託等の契約準備（３月） 
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実施設計 

公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 

4.2.2新保健福祉施設 

【健康増進課，社会福祉課，介護福祉課】（50ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた方向

性 

・ 保健センター，総合福祉センター，地域福祉会館を統合し，新保健福祉施

設を建設します。 

・ 現在，各施設で行っている業務を見直し，民間活力による市民交流機能の

追加を行ないます。 

・ 市民ワークショップ等を開催し，施設の価値を明確化します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26年度 

(2014) 

H27年度 

(2015) 

H28年度 

(2016) 

H29年度 

(2017) 

H30年度 

(2018) 

R元年度 

(2019) 

R2年度 

(2020) 

R3年度 

(2021) 

R4年度 

(2022) 

再編成の戦略

協議 
  

基本構想
策定 

用地取得 
協議 

           

民間活力検討                  

市民参加    

 

 

 

 

  
 

 

事業化       

    

   

  

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

事業再検討の結果を踏まえた整備工事実施設計業務を行う。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）施設の効果的なスペース配置及び活用イメージの再検討 

   昨年度実施した基本設計や「専門家へのヒアリング」，「他自治体の先進事例の視察」，「建設地

の再検証」等を踏まえ，施設の効果的なスペースの配置及び活用イメージについて再検討を行う。 

 

（２）整備工事にかかる実施設計業務の推進 

   再検討結果を踏まえて施設の機能等の充実を反映した基本設計の見直し・仕様書の作成を進

め，６月議会での補正予算措置に向けた準備を行う。（令和５年度までの継続費） 

   また，予算締結後の設計業務にあたっては，内部の検討会議により庁内の合意形成を図るとと

もに，施設機能の内容について市民からも意見等を聴取し，施設の充実に反映させていく。 

情報提供 
市民ワーク 
ショップ等 

基本設計 実施設計 建設工事 

市民ワーク 

ショップ等 

基本設計 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

基本設計完了後に財政負担に見合った施設とするべく機能等の再検討を実施し，

「健康づくりと福祉機能」の集約，市民交流スペースの有効活用，カーボンニュー

トラルへの対応などを考慮した実施設計業務に取り組んだ。 

令和 7年度の供用開始に向けて，建設工事を進めていくともに市民交流スペー

スの運営の方法や市庁舎を含めた機能の再配置を検討していく。 

具体の活動実績及び成果 

（１）施設の効果的なスペース配置及び活用イメージの再検討 

   昨年度実施した基本設計をベースに，市民の利便性向上や効率的な業務遂行ができるよう，専門家

からの意見聴取，市民目線での行政サービスの再検証，市民交流スペースの活用などを盛り込んだ再

検討を行い全員協議会での説明の上，6月補正予算での実施設計費(令和 5年度までの継続費)を計上

し議決された。 

 

（２）整備工事にかかる実施設計業務の推進 

   内部の検討会議により関係課の必要とする施設の機能や市民目線を意識した詳細図案の作成を行

った。 

   １階事務スペースについては，今後の組織機構改革を踏まえた配置に対応するとともに，DX をは

じめとする事務改善につながり既存の概念にとらわれない機能が備えるよう留意した。 

   ３階市民交流スペースについては，多様な利活用ができて多くの市民が利用してもらえる空間を目

指し，運営方法についても直営だけでなく指定管理者制度が導入できるかなどを先進地視察や事業者

ヒアリングを実施して，調査研究を進めた。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 

4.2.3旧長戸小学校（跡地活用） 

【コミュニティ推進課，道路整備課】（50ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 市民のスポーツを通じた健康づくりの場として，体育館及び旧長戸小保

育ルーム，グラウンドを活用していきます。 

・ 長戸コミュニティセンターの再築の際は，その敷地に供します。 

※旧長戸小学校への進入道路の拡幅についても検討します。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H26年度 

(2014) 

H27年度 

(2015) 

H28年度 

(2016) 

H29年度 

(2017) 

H30年度 

(2018) 

R元年度 

(2019) 

R2年度 

(2020) 

R3年度 

(2021) 

R4年度 

(2022) 

再編成の戦略協

議 
   

地元協議 活用方針
整理 

            

住民周知・説明     
  
 
 

 
 
住民周知 

 
 

        

事業化       

  
 
具体案 

検討 

  

 

 
 
 

境界確定 

  
 
 

 
 
 

基本設計 
解体設計 

  
 
 

 
 
 

 
校舎解体 

  
 
 

 
 
 

新コミセ
ン実施設
計 

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

・ 新長戸コミュニティセンターへの進入道路（市道第 3-309号線）について，拡幅工事を実施す

る。 

・ 地元の方の意見などが反映された新長戸コミュニティセンター整備工事実施設計業務を行う。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）進入道路の整備 

道路整備課において，新長戸コミュニティセンターへの進入道路拡幅に向けて，市道第３-

309号線道路改良工事の契約締結を令和 4年 1１月頃に行い，工事を実施する。 

 

（２）新長戸コミュニティセンターの整備 

コミュニティ推進課において，新長戸コミュニティセンター建設事業について市民にとって

真に有益となる施設とするために再検討を行い，その結果を反映した実施設計委託費について，

６月議会での補正予算措置に向けた準備を行う。（令和５年度までの継続費） 

予算措置後速やかに新長戸コミュニティセンター整備工事実施設計業務及び旧長戸小学校体

育館改修実施設計業務の契約締結（令和 4年７月頃）を行い，長戸コミュニティ協議会など地

元の方の意見や要望を聴取し，新長戸コミュニティセンター整備工事の実施設計内容に反映さ

せる。 

解体・グラウンド改修 

進入道路整備 用地買収 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

■ 順調 

□ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

令和４年度の道路改良工事は，当該路線の交差点改良と当該路線の道路排水を流

下させる流末路線の排水路整備工事としており，当該交差点以外の未整備範囲工事

については，令和６年度の新長戸コミュニティセンター竣工後に実施するスケジュ

ールとしている。 

また，長戸コミュニティ協議会の意見などを反映し新長戸コミュニティセンター

整備工事実施設計業務委託に着手し，令和５年度は，建築確認申請手続きを行い，

実施設計業務の完了後，新築工事を発注する予定である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）進入道路の整備 

  道路整備課において，新長戸コミュニティセンターへの進入道路拡幅に向けて，市道第３-309 号

線道路改良工事の契約を目標であった令和 4年 11月までに締結し，工事を実施した。 

 

（２）新長戸コミュニティセンターの整備 

新長戸コミュニティセンター多目的室へのスタジオ機能の追加等，再検討内容を長戸コミュニティ

協議会へ説明し了承を得た。また，6 月議会に実施設計委託費（旧長戸小学校体育館改修実施設計業

務を含む）を補正予算計上し，７月に契約締結を行った。 

長戸コミュニティ協議会には，進捗状況の説明と併せて意見交換の場を４回設け，建設的な意見を

実施設計内容に反映すると共に，令和５年度予算に計上するため概算工事費の算出も行った。 
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公共施設再編成の第２期行動計画 進行管理シート 

施設名【担当課】 

（第 2期行動計画記載ページ） 
4.4.1道の駅【まちの魅力創造課】（51ページ） 

1 事業の概要 

課題解決に向けた

方向性 

・ 地域活性化と本市の認知度向上を目指し，本市産品の販路拡大や地域

情報の発信機能の強化に向けた拠点となる道の駅を設置します。 

・ 建設地として，市西部国道６号沿いが予定されています。 

2 事業の実施工程表（矢印 赤色…当初工程，青色…変更工程） 

取組事項 
H29年度 
(2017) 

H30年度 
(2018) 

R元年度 
(2019) 

R2年度 
(2020) 

R3年度 
(2021) 

R4年度 
(2022) 

管理運営体制構築 

 

       

国・県関係団体協議 

 

   
    

事業化 
  

   
    

3 令和４年度達成目標と取組事項 

達

成

目

標 

道の駅整備の再検証を行い，今後の方向性を決定する。 

目

標

達

成

に

向

け

た

具

体

の

取

組

事

項

な

ど  

（１）道の駅整備に係る課題の整理 

 国・県と協議調整しながら，道の駅整備に係る概算事業費，管理運営に伴う収支状況等の検

証を実施する。 

 

（２）方向性の決定 

検証内容を公表の上，市民の意見を把握し，今後の道の駅整備の方向性を決定する。 

課題の解決を

見据えた中で

今後のスケジ

ュールを再検

討する 
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４ 令和４年度取組状況 

実施工程進捗状況 取組状況と事業推進上の課題 

□ 順調 

■ 概ね順調 

□ 遅れている 

□ 見直しが必要 

・道の駅整備事業は様々な課題により，事業が中断している状態。 

・市では広報紙（政策情報誌）などを活用して，本事業の進捗状況や整備内容など

を市民に周知してきたが，「建設費はいくらかかるのか」「道の駅は凍結（先送り）

したのか」などの声が寄せられ，正確な情報がきちんと伝わっていない状況。 

・こうした状況などを踏まえ，改めて事業に対する情報の共有と適正な議論を行っ

ていくための再検証が必要である。 

具体の活動実績及び成果 

（１）道の駅整備に係る課題の整理 

令和 4年度は道の駅整備事業の再検証として、道の駅基本計画（H28）で示した概算事業費や、管

理運営調査（H28）で示した管理運営にかかる収支見込みなどの数値を再算定した。収支見込みの再

算定に当たっては立地条件が類似する他の道の駅の売り上げなどを参考に再算定した。 

再検証の内容については、公式ＨＰや広報誌などを通して公表するとともに、各コミュニティセン

ターに再検証資料を設置した。 

   市民や関係団体などからの意見聴取については、意見交換会やアンケート調査を実施した。概要は

以下のとおり。 

〇市民との意見交換会  

開催日：令和 4年 12月 18日（日） 会 場：馴柴コミュニティセンター、市役所附属棟 

参加者：51名（馴柴 25名、附属棟 26名） 

 〇関係団体との意見交換会 

   ①龍ケ崎市商工会（令和 4年 11月 1日）②龍ケ崎市農業委員会（令和 4年 11月 10日） 

   ③龍ケ崎市観光物産協会（令和 4年 11月 21日）④認定農業者の皆さん（令和 4年 11月 24日） 

   ⑤たつのこ産直市場出荷者の皆さん（令和 4年 12月 12日） 

 〇道の駅整備事業に関するアンケート 

   実施期間：令和 4年 1１月 7日から令和 4年 12月 28日 

   回答方法：ＷＥＢ及びアンケート用紙 

回答者数：1,711件（ＷＥＢ＝1,446件、アンケート用紙 265件） 

 〇主な意見 

   ・概算事業費が大きすぎる。 

   ・市内農産物の集荷が限られ、安定確保ができない。 

   ・費用対効果に疑問。 

   ・道の駅は地域の活性化、にぎわい創出につながる。 

・道の駅は市や牛久沼の魅力を発信できるし、国道の交通量からみても採算が見込める。 

・牛久沼の景観を利用しないのはもったいない。 など 

（２）方向性の決定 

   市民からの意見をはじめ、社会情勢・市の中長期的な行政課題と財政見通し・関係機関との調整・

牛久沼の利活用など、さまざまな観点から検討した結果、地域振興施設（機能）を縮小した「道の駅」

を整備する方向性を決定し、令和 5年 3月 24日の全員協議会で提示した。 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 農業公園豊作村の今後の方針検討結果に基づく機能・事業運営の最適化 

中期目標 

第２期行動計画の中で将来的運営の在り方を検討し、湯ったり館の管理運営に関して、運営改善

を施したうえでの事業継続に向けて事業費試算を行いましたが、過大な費用負担となる試算結果で

あったため、負担軽減の可能性等の再検討を進め、改めて今後の運営方針を判断します。 

また、決定した運営方針に応じた取組を行っていきます。 

総合交流ターミナルに関しては、事業運営をモニタリングした上で、農業公園豊作村全体の中で

今後の在り方を検討し、適切な取組を行っていきます。 

 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・農業公園豊作村（総合交流ターミナル） 

・農業公園豊作村（湯ったり館） 

・農業政策課 ・全般 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 

① 湯ったり館の今後の管理運

営方針決定及び方針に基づ

く施設利活用策の決定 

② 農業公園豊作村の今後の在

り方の検討結果に基づく機

能・事業運営の最適化 

③  

令和５ 

（2023） 

・次期指定管理に係る事業費

再試算と運営方針の決定 

【現行事業を継続した場合】 

・運営方針に沿った指定管理

者の選定※3年間 

【現行事業を終了した場合】 

・施設の利活用策を検討（サウ

ンディング調査など） 

・運営方針に沿った指定管理

者の選定※3年間 

 

令和６ 

（2024） 

【現行事業を継続した場合】 

・指定管理者による事業運営

のモニタリング 

【現行事業を終了した場合】 

・施設の利活用策を検討（サウ

ンディング調査など） 

・指定管理者による事業運営

のモニタリング 

・農業公園豊作村全体の今後

の在り方の検討 

 

令和７ 

（2025） 

【現行事業を継続した場合】 

・指定管理者による事業運営

のモニタリング 

【現行事業を終了した場合】 

・施設の利活用策を検討（サウ

ンディング調査など） 

・指定管理者による事業運営

のモニタリング 

・農業公園豊作村全体の今後

の在り方の検討 

 

令和８ 

（2026） 

【現行事業を継続した場合】 

・公共施設としての維持を判 

 断 

【現行事業を終了した場合】 

・施設の利活用策の決定 

・指定管理者による事業運営

のモニタリング 

・農業公園豊作村全体の今後

の活用案を策定 

 

令和９ 

（2027） 

進行管理終了 進行管理終了  

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 新学校給食センターの整備及び学校給食センター第一・第二調理場跡地の活用検討 

中期目標 

新学校給食センターの建設工事を進めて行くとともに、運用について検討を行い、令和５

（2023）年度に供用を開始します。 

また、跡地となる第一・第二調理場については、第二調理場は解体、第一調理場は民間事業者等

による活用に向けて取組を行った上で、活用に至らない場合には解体を行い、総量の最適化を図り

ます。 

 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・学校給食センター第一調理場 

・学校給食センター第二調理場 

・学校給食センター 

・管財課 

・全般 

・跡地活用 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 

① 新学校給食センターの整備 ② 学校給食センター第一・第

二調理場跡地の活用検討 

③  

令和５ 

（2023） 

・新施設における効率的な運

用方針の決定 

・建設工事を完了し、供用を開 

 始 

 

・第二調理場の解体工事実施

設計を行った上で解体工事

を行い、龍ケ崎西小学校駐車

場として整備 

・第一調理場の公募型プロポ

ーザル等による事業者の選

定（決定） 

 

令和６ 

（2024） 

― 

【公募型プロポーザル等で事

業者が選定（決定）された場合】 

・契約手続きを行い、民間事業

者等による活用 

【公募型プロポーザル等で相

手先が決まらなかった場合】 

・解体工事実施設計及び解体

工事を実施 

 

令和７ 

（2025） 

進行管理終了 進行管理終了  

令和８ 

（2026） 

   

令和９ 

（2027） 

   

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 新保健福祉施設の整備 

中期目標 

令和５（2023）年度６月までに、保健センターとしての機能や利用環境、福祉機能のプライバシ

ー等、利用環境に配慮するとともに、建設コスト等の費用対効果を考慮した形で実施設計を完了

し、令和７（2025）年度の供用開始に向けて建設工事を行っていきます。 

また、３階に予定している「市民交流スペース」の運営について検討を行っていくとともに、福

祉機能の集約に伴い空きスペースが生じる市庁舎内の機能の再配置について検討を行っていきま

す。 

なお、新保健福祉施設供用開始後、現在の保健センターを解体し、借地部分を所有者に返却しま

す。 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・保健センター 

・市役所庁舎 

・管財課 

・健康増進課 

・全般 

・解体及び借地の返却 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 
① 新保健福祉施設の整備 ② 市庁舎内の機能の再配置 ③ 保健センターの解体 

令和５ 

（2023） 

・実施設計を完了 

・建設工事を開始 

・市民交流スペースの運営手

法を決定 

 

・組織機構改革を踏まえた部

課等の再配置や必要な改修

等を検討 

・解体工事実施設計を完了 

令和６ 

（2024） 

・建設工事を完了 

・市民交流スペースの運営準 

 備 

 

・組織機構改革を踏まえた部

課等の再配置や必要な改修

内容について決定 ― 

令和７ 

（2025） 

・供用開始 

 

― 

・解体工事を実施し整地した

上で、借地部分を所有者に返

却 

 

令和８ 

（2026） 

進行管理終了 進行管理終了 進行管理終了 

令和９ 

（2027） 

   

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 地域福祉会館利活用の検討 

中期目標 

社会福祉協議会が令和７（2025）年度に新保健福祉施設に移転することに伴い、一部ボランティ

ア等が使用するスペース等を除き多くの部屋が空くことから、市役所に隣接する立地を生かした機

能の集約等、再編成の視点で検討を行い、有効活用につなげていきます。 

 

 

 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・地域福祉会館 ・管財課 

・福祉総務課 

・再編成 

・各団体協議 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 
① 地域福祉会館利活用の検討 ②  ③  

令和５ 

（2023） 

・社会福祉協議会とボランテ

ィアが使用するスペース等

を協議し決定 

・再編成の視点で利活用を検 

 討 

  

令和６ 

（2024） 

・利活用を決定し、必要な改修

等を整理 

  

令和７ 

（2025） 

・必要な改修等を実施し、新た

な活用を開始 

  

令和８ 

（2026） 

進行管理終了   

令和９ 

（2027） 

   

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 第二庁舎の再編成 

中期目標 

第二庁舎に入居し、行政機能として道路管理等の現場業務を担っている「施設管理事務所」につ

いて、職員定数の削減や事務事業の見直し等の取組により、新規職員の採用を見送ってきているも

のの、今後の方向性が明確に示されていないことから、「施設管理事務所」が移転可能な施設の検

討を同時並行で行いつつ、今後の方向性を決定します。その上で、今後の使用期間に応じて、費用

対効果を勘案し、移転若しくは当面の維持を判断します。 

また、「公益社団法人龍ケ崎市シルバー人材センター」については、上記検討を踏まえつつ、移

転を前提に協議を行い、早期に移転スケジュールを決定します。 

なお、両方移転となった場合には、移転後、第二庁舎を解体し、借地を所有者に返却します。 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・第二庁舎 ・管財課 

・道路公園課 

・再編成 

・施設管理事務所 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 

① 施設管理事務所 ② 公益社団法人龍ケ崎市シル

バー人材センター 

③  

令和５ 

（2023） 

・今後の方向性を検討し決定 

・移転可能な施設の検討 

 

・移転に向けた協議を行い、移

転先及び移転スケジュール

を決定 

 

令和６ 

（2024） 

・今後の方向性を踏まえ、移転

若しくは当面の維持を判断 

・移転スケジュールに基づき、

移転に向けた協議を実施 

 

令和７ 

（2025） 

【移転する場合】 

・ 移転先の必要な改修を実施 

・ 第二庁舎の解体工事実施設

計を実施 

【当面維持する場合】 

・ 継続使用 

・移転  

令和８ 

（2026） 

【移転する場合】 

・ 移転 

第二庁舎の解体工事を実施し

整地した上で、借地を所有者に

返却 

― 

 

令和９ 

（2027） 

進行管理終了 進行管理終了  

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 森林公園の再整備 

中期目標 

民間事業者等との連携を視野に、交流人口の増加や地域活性化に資する拠点施設として再整備

し、令和７（2025）年度に供用を開始します。 

なお、再整備に関し、建物を伴う公園施設の設置やその後の維持管理、事業運営については、縮

充の視点で持続可能なものとなるよう、積極的に民間資金やノウハウを導入できる枠組みとするこ

とを基本とします。 

 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・森林公園（管理棟等） ・道路公園課 ・全般 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 
① 森林公園の再整備 ②  ③  

令和５ 

（2023） 

・公募設置管理制度（Park-

PFI）を用いて、事業者を公募 

・事業応募者からの提案書の

審査・選定 

・基本協定締結 

・実施協定締結 

・公募対象公園施設建設開始

（カフェ等の収益施設） 

  

令和６ 

（2024） 

・特定公園施設譲渡契約締結、

建設工事開始（遊具・広場等） 

・特定公園施設等一部供用を

開始 

・建設工事完成 

・特定公園施設譲渡 

  

令和７ 

（2025） 

・共用開始 

 

  

令和８ 

（2026） 

進行管理終了   

令和９ 

（2027） 

   

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 新長戸コミュニティセンターの整備及び長戸コミュニティセンター跡地の活用検討 

中期目標 

令和５（2023）年度３月までに新長戸コミュニティセンター及び既存の体育館改修の設計を完了

し、令和７（2024）年度の供用開始に向けて建設工事を行うとともに、進入路の拡幅工事完了に向

けて取組を行っていきます。 

また、跡地となる長戸コミュニティセンターについて、新施設供用開始後解体を行い、老朽化が

著しい埋蔵文化財収蔵庫を整備することを基本に、検討を行っていきます。 

 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・長戸コミュニティセンター ・地域づくり推進課 

・道路公園課 

・管財課 

・建設工事 

・道路工事 

・跡地活用 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 

① 新長戸コミュニティセンタ

ー整備 

② 長戸コミュニティセンター

跡地の活用検討 

③  

令和５ 

（2023） 

・実施設計を完了 

 

 

・埋蔵文化財収蔵庫を整備す

ることを基本に活用を検討

し、活用方針を決定 

 

令和６ 

（2024） 

・新長戸コミュニティセンタ

ー建設工事及び既存体育館

改修工事を実施 

 

 

― 

 

令和７ 

（2025） 

・新長戸コミュニティセンタ

ー建設工事及び既存体育館

改修工事を完了 

・道路舗装工事を実施し、進入

路の拡幅工事を完了 

・供用開始 

・長戸コミュニティセンター

解体工事実施設計を実施 

 

 

 

令和８ 

（2026） 

― 

・長戸コミュニティセンター

解体工事を実施 

【埋蔵文化財収蔵庫を整備し

て活用する場合】 

・実施設計及び建設工事を実 

 施 

・供用開始 

 

令和９ 

（2027） 

進行管理終了 進行管理終了  

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 職業訓練共同施設の今後の在り方の検討に基づく機能・事業運営の最適化 

中期目標 

第２期行動計画で策定した今後の方針に基づき、職業訓練法人龍ケ崎地区高等職業訓練協会との

協議を継続することに加え、負担金交付市町の意向を確認し、今後の方針を決定する。さらに、方

針決定後は、計画期間内での完結に向けて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・職業訓練共同施設 ・商工観光課 ・全般 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 

① 職業訓練共同施設の今後の

在り方の検討に基づく機

能・事業運営の最適化 

②  ③  

令和５ 

（2023） 

・職業訓練法人龍ケ崎地区高

等職業訓練協会と移転等の

方針を協議 

・負担金交付市町への意向確 

 認 

  

令和６ 

（2024） 

・職業訓練法人龍ケ崎地区高

等職業訓練協会と移転等の

方針を協議 

・負担金交付市町への意向確 

 認 

  

令和７ 

（2025） 

・方針の決定を受けて取組を

設定 

  

令和８ 

（2026） 

・方針の決定を受けて取組を

設定 

  

令和９ 

（2027） 

・方針の決定を受けて取組を

設定 

  

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 龍ケ崎版小中一貫教育「龍の子人づくり学習」を踏まえた、小中学校の適正規模・適正配置の取組 

中期目標 

令和８（2026）年度までに既存校舎等の長寿命化及び新規校舎等の整備を行い、長山中学校を受

入れ校とした義務教育学校を令和９（2027）年度に開校します。 

また、その他の小中学校について、「施設一体型小中一貫校・学校統合に関する調査報告書」の

考え方を基本に、小学校同士の統合や施設一体型小中一貫校の整備について検討を行っていきま

す。 

このほか、松葉小学校や長山小学校をはじめ、今後の検討により廃校となることが見込まれる学

校施設について跡地活用を検討し、廃校後の早期の有効活用に努めます。 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・小学校（11施設） 

・中学校（５施設） 

・教育総務課 

・管財課 

・全般 

・跡地活用 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 

①長山中学校を受入れ校とし

た義務教育学校の整備 

②その他小学校の統合及び施

設一体型小中一貫校の検討 

③松葉小学校、長山小学校の跡

地活用検討 

令和５ 

（2023） 

・小学校校舎及び体育館新築

工事実施設計 

・プール解体工事及び仮設駐

車場整備 

・松葉、長山地域の住民自治組

織等関係者への情報提供・情

報共有 

― ― 

令和６ 

（2024） 

・小学校校舎及び体育館新築

工事を開始 

・中学校校舎及び体育館長寿

命化工事実施設計 

・統合準備会等の発足 

 

・具体的な検討を開始（内部協

議） 

・松葉、長山地域の住民自治組

織等関係者への説明及び協

議 

令和７ 

（2025） 

・小学校校舎及び体育館新築

工事を完了 

・中学校校舎及び体育館長寿

命化工事を開始 

・統合準備会等での協議及び

決定 

 

・小規模校に属する保護者及

び住民自治組織からの意見

聴取 

・松葉、長山地域の住民自治組

織等関係者への説明及び協

議 

・サウンディング型市場調査

の実施 

令和８ 

（2026） 

・中学校校舎及び体育館長寿

命化工事を完了 

・駐車場及び駐輪場を整備 

・統合準備会等での協議及び

決定事項の遂行 

 

・小規模校に属する保護者及

び住民自治組織からの意見

聴取 

 

・検討を継続（跡地活用方針の

決定） 

・松葉、長山地域の住民自治組

織等関係者への説明及び協

議 

令和９ 

（2027） 

・供用開始 

 

・統合校等対象校に属する保

護者及び住民自治組織との

合意形成 

・実施スケジュールの検討 

 

・跡地活用方針に基づく取組

を実施（不動産鑑定等公募の

準備を想定） 

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 
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公共施設再編成の第３期行動計画 進行管理シート 

 

１ 事業概要 

事業名称 公共施設跡地活用検討 

中期目標 

旧城南中学校跡地については、総量の削減を念頭に、にぎわいの創出につながる定住人口や交流

人口の増加、少子高齢化への対応といった政策的な課題解決につなげていく視点が重要と捉えてい

ます。これまでの取組により、公募型プロポーザルにより事業者を選定し、民間事業者等が活用し

ていく方向性は決定していることから、早期に最終的な方針を決定し、有効活用を行っていきま

す。 

また、旧佐貫中央第２駐輪場については、龍ケ崎市駅の近くに立地していることから、行政での

活用、民間事業者等による活用いずれの可能性も排除せず、早期に有効活用を検討していきます。 

 

事業関連施設 担当課 取組担当 

・旧城南中学校 

・旧佐貫中央第２駐輪場 

・管財課（跡地活用） 

・都市計画課 

・道路公園課 

・跡地活用 

・都市計画決定解除 

・駐輪場 

２ 実施工程表 

取組事項 
 

年 度 
① 旧城南中学校 ② 旧佐貫中央第２駐輪場 ③  

令和５ 

（2023） 

・公募型プロポーザルにより

事業者を選定 

・協定、契約等締結 

・地元の住民自治組織等への

説明を実施 

・民間事業者等による活用を

開始 

・道路用地としての都市計画

決定解除手続きを実施 

・解体工事を実施 

・跡地活用の検討開始 

・民間事業者等へのヒアリン

グを実施 

 

令和６ 

（2024） 

― 

・検討を継続（跡地活用方針の

決定） 

・跡地活用方針に基づく取組

を実施 

 

令和７ 

（2025） 

― 

・跡地活用方針に基づく取組

を実施し、活用を開始 

 

令和８ 

（2026） 

進行管理終了 進行管理終了  

令和９ 

（2027） 

   

    

令和 年度ま

での計画期間

における進捗

評価 
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３ 令和 年度の取組実績 

取組事項①  

 

取組事項②  

 

取組事項③  

 

４ 次年度の取組に向けた課題 

 

 



旧城南中学校

跡地活用説明会

令和５年６月２５日
龍ケ崎市管財課

＼城南中の新たな１ページに向けて／

1

報告1-1



１．これまでの取り組み（P3～P7）

２．市が求める跡地活用（P8～P9）

３．「公募型プロポーザル」とは？（P10）

４．公募の概要（P11）

５．想定される活用用途（P12）

６．今後のスケジュール（P13）

2



所在地 龍ケ崎市1736番地

敷地面積 28,918.00㎡ (実測：29,884.49㎡)

１．土地

２．建物
校 舎 RC造３階 6,734.01㎡ H4.9

体育館 SRC造３階 2,989.38㎡ H9.3

プール付属棟 RC造一部鉄骨平屋建 125㎡ H7.1

駐輪場 S造 262.08㎡ H9.7

建物外観

案内図

北 側 県道竜ヶ崎潮来線[幅員：約15ｍ]

東 側 市道5-41号線[幅員：約３ｍ]

西 側 市道5-39号線[幅員：約７ｍ]

３．接道状況

3

城南SC 徒歩３分
龍ケ崎小学校 徒歩13分
龍ケ崎中学校 自転車15分
関鉄竜ヶ崎駅 車６分
JR龍ケ崎市駅 車16分
済生会病院 車９分

対象物件の概要



4

行政としての活用検討

龍ケ崎市では、将来的に跡地活用の検討が必要になることから、令和３年３月
に「龍ケ崎市公共施設跡地活用方針」を策定。
この方針に基づき、まずは「公共」としての活用を模索しました。

市による活用
公共的な需要を満たす

民間事業者等による活用

公共的需要を満たさない

民間事業者等による活用

用途転用

（行政財産）
事業の具体化等検討

条件付売却・貸付等

（普通財産）
民間事業者の選定等検討

売却・貸付等

（普通財産）
民間事業者の選定等検討

６ 跡地活用の区分

（１）庁内における行政需要・公共的需要の洗い出し

ア 庁内活用意向の把握

イ 施設整備・管理運営手法の選択
（民間事業者等の参入可能性等の把握）

（２）民間事業者等による活用アイデアの把握

（サウンディング調査等）

５ 跡地活用検討の進め方

視点1 まちづくりへの対応

視点2 民間事業者等による活用

視点３ 地域の意向を踏まえた活用
配慮事項1 地域防災への配慮

配慮事項2 国庫補助金等の精算及び活用

４ 跡地活用の基本的な考え方

（2）跡地活用の視点

公共施設等マネジメント戦略会議

暫定利用

活用性なし活用性あり

活用性なし

活用性あり

手法の選択

地域住民との連携

売却・貸付等も適切ではない

【跡地活用方針フロー図（抜粋）】



時 期 内 容

5月～6月 地域住民説明会（愛宕中城南中統合準備会・城南中学校付近の３協議会【龍ケ
崎・龍ケ崎西・大宮】）計４回

6月～8月 ・民間事業者等個別ヒアリング（７者）
流通経済大学、市内に工場を有する企業、金融など

・現地見学会（１者）流通経済大学
・跡地活用意見 募集広報

りゅうほー、市公式HP、みんなの廃校プロジェクト（文科省HP）

10月 サウンディング型市場調査（４者）

3月31日 城南中学校 閉校

【令和３年度】

5

これまでの取組み

時 期 内 容

8月 測量・境界確定完了（地積・地目・登記の整理）

9月 不動産鑑定評価完了

【令和４年度】

 民間事業者等からの個別相談、現地見学対応
 市公式HP、公共R不動産DB等による活用意見募集（継続）
 公募要項の作成
 みんなの廃校活用プロジェクト オンライン廃校活用推進イベント参加（R4.10）
 内部会議、公共施設等マネジメント推進委員会、市議会への審議・報告 など

次ページで説明！

【その他】
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サウンディング型市場調査

サウンディング型市場調査とは？

民間事業者との意見交換を通じ、事業に対して様々なアイデアや意見を把握する調査

法人A（住宅・不動産関連）

• 定住促進住宅の建設と宅地分譲を合わせた開発計画を
支援したい。

• 定住促進住宅の事業スキームはＢＴＯ方式※を提案す
る。
※一括事業請負後譲渡方式（建設から運営まで）

• 既存建物の利用はない。更地を希望する。
• 当地は高校が近いことがアドバンテージになる。

法人Ｄ（住宅・不動産関連）

• 宅地分譲で120区画程度を想定
• 建物付きでも更地でも購入は可能。建物付きの場合は

除却後分譲する。
• 当地は近隣に商業施設もあり分譲環境がよい。
• グループ企業へ売却できるような条件設定が望ましい。

法人Ｃ（住宅機器設備）

• 校舎棟の１階部分を賃借したい。
• 当社開発部門のオフィスとして利用したい。
• 商品展示、試作工房、ストックルーム、会議室等。
• 社員は常駐せず必要に応じて利用する。

法人Ｂ（住宅・不動産関連）

• 宅地分譲で100区画程度を想定
• 建物付きでも更地でも購入は可能。建物付きの場合は

除却後分譲する。
• 最低入札価格を設定していただくと応募しやすい。

提 案 不動産所有の形態等

法人Ａ
•定住促進住宅、子育て支援住宅
•市有地に公共施設として新築

•土地 市有地の状態で定期借地
•建物 活用無し、市による除却を希望

法人Ｂ •住宅宅地分譲
•土地 購入
•建物 活用無し（除却条件による購入可）

法人Ｃ •自社開発部門オフィス
•土地 活用無し
•建物 一階部分を貸付希望

法人Ｄ •住宅宅地分譲
•土地 購入
•建物 活用無し（除却条件による購入可）

◎サウンディング型市場調査まとめ
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地域住民説明会・公共施設等マネジメント推進委員会・市議会の意見 ※意見を抜粋

避難所や投票所が
なくなると不便だ
が、維持管理コス
トを考えれば、民
間活用がよい。

公共施設として再利用
するには広すぎる。

警 察 署 、 消 防 署 、
シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
ターにも隣接してい
るので、住宅分譲も
良いのでは？

利根町のウェルネス
大学のような活用で
あれば、住民感情と
しても問題ないので
はないか。

価格設定は、不動産
鑑定評価額をベース
に、根拠をもって検
討してほしい。

若い人が集まる教育
施設。たとえば、専
門学校や看護学校も
良いのではないか。

城南中学校は売れる
土地。住宅地として
活用し、子育て世代
等が住んでくれれば
なお良い。

貸付の希望が多いの
であれば、売却だけ
ではなく、売却・貸
付のどちらでも応募
できる形の方が良い
のではないか。

金額面も大事だが、専
門学校のように若い人
が集い、お金を使って
くれれば、それで良い
のではないか。

不動産鑑定評価額で
の取引きが原則。
市の財産＝市民の財
産である。

建築物の耐用年数か
ら考えると、まだま
だ活用の余地がある
ように思う。

価格点の配点をもう
少し上げた方が良い
のではないか。

…地域住民説明会

…公共施設等マネジメント推進委員会

…龍ケ崎市議会
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定住・交流人口

市が求める跡地活用①

市では、旧城南中学校の跡地活用を通じて、地域課題の解決やにぎわいの創出などに結び付
けたいと考えています。活用を検討する民間事業者等から、それらに関する解決策を引き出
すため、以下の項目についての企画提案を求める予定です。

定住人口や交流人口増加に結び付く提案、または人口流出抑制対策として効果的な提案を求めます。

子育て・健康

子育て支援や若者の活躍支援、健康長寿社会づくりに向けた視点を踏まえた提案を求めます。

にぎわいの創出

地域住民との交流や地域コミュニティ活動との連携により、「まち・人」が躍動する提案を求めます。

周辺環境との調和

近隣の街並みとの親和性や、事業展開による影響に配慮した提案を求めます。

経済波及効果

地域産業の振興や市民の雇用創出等による地域への経済波及効果についての提案を求めます。また、地場
産業の活用・育成の観点があればそれについても提案を求めます。
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活用レイアウト

市が求める跡地活用②

土地及び建物を効率的・効果的に活用する提案を求めます。

行政への協力

投票所や避難所など、地域に向けた行政サービスの提供が必要な際に、市に協力できる事項があれば提案
を求めます。

その他

 企画提案のコンセプト（的確性）

 事業スケジュールの妥当性

 収支計画・資金調達の確実性

 業務実施体制

市が求める跡地活用の考え方に対して、民間事業者等が企画力・経験・事
業ノウハウ等を発揮し、旧城南中学校の活用に関する企画提案をいただき
ます！
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「公募型プロポーザル方式」とは？

業者の参加を公示により広く募集し、複数の事業者から企画提案や技術提案を求め、対案内
容を審査し、企画内容や業務遂行能力が最も優れた者を選定し、契約する方式。

広く事業者の意見を聞くことができる。
民間事業者のノウハウや発想を最大限に引き出すことができる。
選定段階で提案内容を把握できるため、一定程度事業内容を担保できるととも

に、ビジョンを共有できる。
内容の詳細は協議により定めるため、発注者サイドの要望を反映しやすい。

メリット

手続きに時間と手間がかかる。
性能発注となるため、価格面では一般競争入札に比べると劣る傾向にある。
民間事業者側に高い企画力や高度な技術が求められ、応募する事業者が少ない

傾向にある。
優先交渉権者決定後の協議結果によっては、契約の合意に至らない場合がある。
事業者選定の透明性、公平性（選定委員・評価方法など）について説明責任が

問われる。

デメリット

公募型プロポーザルとは？



求める提案

手法：公募型プロポーザル方式により民間事業者等から活用提案を募集

土地・建物のすべて。部分的な取引は×。

 現状有姿での譲渡または貸付。
 貸付の場合は20年程度の長期貸付契約を想定
 建物を「活用する」or「活用しない」は、事業者の提案内容に委ねる
 提案に当たっては一定程度までは用途変更の協議に応じる

売却…約６億円 貸付…約２,０００万円／年額 ※価格は税別

選定委員会委員が活用事業者から提出された企画提案書及び金額を点数化し、点数が最も高い事業者を優先
交渉権者として選定する。

価格設定

活用条件（抜粋）

審査方法

対象物件

公募概要まとめ

売買契約 or 賃貸借契約

契約種別
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P８・P９に記載



活用用途 売却or貸付 建物活用 備考

宅地分譲 売却 × 土地のみ活用。

イベント施設 売却 〇
年数回程度の自社イベント及び研修での使用。
土地・建物全体を活用。

撮影スタジオ 貸付 〇
映画等の撮影で使用。
土地・建物全体を活用。

貸しスペース 貸付 〇
体育館をエンタメ施設、校舎をテナント貸で使用。当面は校舎
１階と体育館の活用を想定。

語学専門学校 貸付 〇
外国人を対象とした日本語学校に加え、職業訓練学校なども検
討。建物の一部を活用。

研究施設 貸付 〇 研究施設として活用。土地及び建物の一部を活用。

食品工場（栽培・加工） 貸付 〇 食物の養殖及び加工で使用。土地及び建物の一部を活用。

ショッピングセンター 売却 × 建物を解体し、敷地全体を商業施設として活用。

事務所 貸付 〇
農業系の事業所として活用。合わせて研修施設やドローンス
クールなどで活用。

寄宿舎 貸付 〇 既存校舎や体育館を寮として活用。

想定される活用用途
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内 容 日時（期間）

①募集要項の配布（応募申込期間） 令和５年７月４日（火）～７月28日（金）

②質問受付 令和５年７月４日（火）～７月21日（金）

③現地説明会 令和５年７月19日（水）～７月20日（木）

④質問に対する回答 令和５年７月25日（火）（予定）

⑤資格審査結果通知書発送 令和５年８月中旬

⑥企画提案書の提出 資格審査結果通知日～令和５年９月22日（金）

⑦プレゼンテーション・ヒアリング 令和５年10月上旬

⑧優先交渉権者の決定 令和５年10月中旬

⑨地域説明会 令和５年11月中旬

⑩仮契約の締結 令和５年12月中旬

⑪財産処分の申請・承認 優先交渉権者の決定～４ヵ月程度

⑫本契約の締結（市議会の議決） 令和６年３月下旬

選定結果はHPで公表

※スケジュールは変更となる場合があります。ご了承ください。

今後のスケジュール

活用予定者の事業説明
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おわりに

城南中学校閉校記念誌
「栄え」は市公式HPでご
覧いただけます。



旧城南中学校跡地活用説明会 

 

日時：令和 5年 6月 25日（日）１０：００～１１：００ 

場所：旧城南中学校体育館 

参加者 57名（内質問者 5名） 

（参加者内訳）  

龍ケ崎地区 19人、龍ケ崎西地区 1名、大宮地区 6名、馴柴地区 4名、北文間地区 1名、 

八原地区 3名、松葉地区、2名、長山地区１名、馴馬台地区 1名、久保台地区 1名、 

城ノ内地区２名、市外 4名、事業者 1名、報道機関 1名、その他（議員）１０名 

 

 

質疑応答 

 

Ａ氏 

・コスト及び収益性を考えているとは思うが、売却の場合の約 6 億円となっているが、現

在の土地の固定資産税の評価額はいくらなのか。また建物の築年数とかの概念がないと

6億円をどう評価してよいかわからない。 

➡売却の場合の約 6 億円の設定方法は、城南中学校の土地の不動産鑑定評価額になって

いる。貸付は、土地の㎡当りの固定資産税評価額が㎡当り約 2 万円、固定資産税ベースで

計算すると約 2千万円となる。 

建物の価格は具体的には申し上げられないが、土地建物価格は、土地の倍ぐらいと思って

いただきたい。また建物の活用に関しては、3 年間に渡る民間事業者とのヒアリングの中で、

売買の場合、土地建物を含めた価格設定では金額的に難しいと感じた。しかし、ただで譲っ

たりお貸しするわけにはいかないので、まずは土地価格をもって公募し、その中で建物の価

値を提案する事業者を求めていくこととしている。 

・明確に、建物がいくらで、土地がいくらとは答えられないとゆうことか？ 

➡公募前のため明確に答えることはできないのでご了承願いたい。予定にはなるが、7 月 4

日から公募を開始するので、その時点で明確になる。 

・Ｐ１２の想定される活用用途で、単独の分譲やイベント施設などが記載されているが、土

地建物の面積が大きいので単独で使用するのは難しいので、買う人はいないのではない

かと思う。なので、事業者の複合的使用や組み合わせは考えているのか 

➡これだけの敷地・建物を 1 社で使用しようとすると大企業になると思う。ただ市が様々な事

業者をマッチングさせるのは、プロポーザルで行うため公正性という点で難しい。色々な事業

者が施設見学を行っている中で、1 社で難しいのであれば、共同事業体でも参加できること

をお話しさせていただいている。 

 

報告 1-2 



Ｂ氏 

・一括で売却するのは難しい。更地にして住宅地にするのは解体工事費が高いし地価も安

いので大損失である。専門学校に募集をかけても駅から遠いので土壌がない。2 年毎の

賃貸でバラ（部分的）で多目的に 6 年ぐらい使用させ様子を見て、その時点で判断するこ

とを提案する。 

➡賃借の場合に市が大家になりお貸しするのではなく、民間が土地建物を一括で借りていた

だき、民間事業者の裁量で部分的に再賃借していただくことを考えている。今後公募を行い、

応募が無かった場合には貸方・売り方を考えていきたいと思う。 

 

Ｃ氏 

・ここを研究施設として分譲又は貸付を提案する。研究施設として活用すると色々企業と

のコラボレーションが生まれる。費用を抑えたいのであれば 1階はＡ社、2階はＢ社、3階

はＣ社といった貸付がよい。研究施設が何故よいかというと、研究者が住み着くので人口

が増えることが考えられる。 

➡現状としては、鑑定評価等で算定された城南中の価値をしっかりと生かすことが大事だと

考えている。その中でＪＶとして参加され、その中で提案があればと考える。 

 

Ｄ氏 

・Ｐ６のサウンディング調査の中で宅地として使いたいという業者は、市は建物を解体し

ないことでよいか。 

・市が直接大家になるのは硬直的なので止めたほうがよい。そこで外郭団体で、まちづく

り財団又は新たな公益法人を作り、そこを通して利活用する考えはないのか。 

➡市が解体することは考えていない。また市が大家になることも現状は考えていないので、ま

ずは、土地建物を一体で活用していだたける事業者を募集したい。 

 

Ｅ氏 

・今回の公募に自信はあるか。 

・今回の公募がうまくいいかなかったら暫定利用は可能性としてあるか。 

➡担当として自信を持って取り組んでいる。暫定利用については、管理をした上での利用が

前提になっているので、今現在、一部をお貸しするというのは建物管理者視点では難しい。し

かし今回の公募がうまくいかなかった場合には、今後のスケジュールを練り直す中で、地域

の要望として、なるべく添えるようにはしたい。 

 



（仮称）新保健福祉施設整備事業

進捗状況報告

1

令和５年７月

管財課

報告２-1



新保健福祉施設ってどんなところ？

こどもから高齢者まで、全ての市民が健康で安心して暮らし続けるための

健康づくりや子育ての総合的な支援拠点。

施設には保健センターを中心に、

子育て窓口、高齢福祉窓口、社会福

祉協議会、包括支援センター、市民

交流機能（3F）が入ります！

【新保健福祉施設イメージ】

市民が生涯にわたり健康で安心して

暮らし続けるための支援拠点

基本理念
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１階 市民窓口エリア（約1,200㎡）

２階 保健福祉エリア（約750㎡）

３階 市民交流エリア（約750㎡）

北側：福祉窓口（行政）、社会福祉協議会、地域包括支援センター
南側：健康窓口、子育て窓口（行政）

建設予定地(トーアマート脇)

敷地面積：2,442.32㎡

済生会健診センターと同じくらいだよ

【階別の主な機能】

健診スペース、健診待合ロビー、プレイルーム、おひさまクラブ

市民交流スペース、大会議室（2室）、小会議室（3室）、栄養実習室

新保健福祉施設ってどんなところ？

3



4

時 期 内 容

H26.9 公共施設再編成第1期行動計画に位置づけ

H26.12～H27.6 市民ワークショップ開催「保健福祉施設の複合化・多機能化」

H27.12～H28.2 サウンディング型市場調査（民間事業者対象）
＜平成28年2月25～26日 実施（４事業者参加）＞

H28.3 「新保健福祉施設整備基本構想」策定【理念・機能・規模・立地を決定】

H29.4～ 関係各課協議

R3.3 「新保健福祉施設整備基本構想2020」策定【旧基本構想の更新】

R3.3 新保健福祉施設整備検討会議 発足(庁内内部会議)

R3.5～R4.3 基本設計【受注者：つくば建築設計事務所（株） 契約額16,555千円】

R4.1～R4.5 新保健福祉施設事業見直し

R4.7～R5.6 実施設計【受注者：つくば建築設計事務所（株） 契約額45,100千円】

これまでの主な取組み



① 保健センターとしての機能や利用環境に十分配慮した設計とすること

市議会付帯決議への対応

令和４年度一般会計補正予算において、新保健福祉施設建設事業の委託費を計
上したが、執行部から示された見直し案のままで事業を進めていくことには再考
の余地があるとのことで、補正予算の付帯決議として、以下３点が示された。令
和４年９月２日の全員協議会において、その付帯決議への対応案を執行部から示
し、一定の了承をいただいた。

②福祉機能利用者のプライバシー等、利用環境に配慮した設計とすること

③建設コストを意識し、費用対効果を考慮した設計とすること

 感染症対策業務を２階から１階南側に移動 ➡ 健康増進課との連携強化
 ２階全体を健診専用スペースに変更 ➡ 健診環境の向上

 利用者視点に基づく施設機能の整理
 本庁舎の他部署との連携等を重視し、その対応が特定の方に限られる「生活保護受給

業務」「障がい者福祉業務」は引き続き本庁舎へ配置
 多様化する生活支援体制の強化として社会福祉協議会を配置する方向で調整（市福祉

部門との 連携強化）

 多目的スタジオ単独での設置を取りやめ
 ZEB化の導入可否については、導入コストに対する消費エネルギー削減効果・ライフサ
イクルコストを比較検討のうえ、判断する。 ※R4.12.8全協にてZEB化了承

 福祉相談機能の集約化を図ることで、公共施設マネジメントの観点からも整備効果の
最大化を図る 5



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

基本設計 実施設計基本設計修正

工事入札期間 建設工事

引越作業

施設開設準備

…実施済（進行中も含む）

…今後の予定

R5.6 完了

R5.9 議会の承認を経て、
工事契約を締結予定

R7.当初 オープン予定！

施設維持管理契約、運営委託、
市民への広報など、新施設の
オープンに向けた準備

スケジュール

6



整理すべき課題（ToDoリスト）

 ３階市民交流スペースの管理運営方法
３階市民交流スペースは、土日祝日開設、開設時間9：00～21：00を予定しているなど、
従来の公用機能とは用途・趣向が大きく異なる。そのため、指定管理者制度による施設の
管理運営を検討。指定管理業務の要求水準等を整理。

 什器・備品の詳細検討

新しい施設で、多様な働き方を実現するために、什器・備品は原則新調とする。特に３階
の備品は、空間デザインが必要なため、行政だけではなく様々な見地から検討する。

 施設の維持管理及び保守点検方法の整理

供用開始後の維持管理は、スケールメリットを活かし、本庁舎と同事業者に委託する方向
で考えているが、要件整理を行う必要がある。

 デジタルデバイスの整理

新しい施設であるため、Free-Wifiやデジタルサイネージ等に加え、スマートロック、予約
システムなど、キャッシュレス決済なども検討。【情報管理課と調整】

 引越しの段取り

スケジュール、必要作業を整理し、場合によっては引越委託料を予算計上。

 引越し後の１階北側事務スペースの活用方法検討

引越後の北側事務スペースの活用方法を検討【人事行政課と調整】

 新保健福祉施設整備事業の市民広報

実施設計成果などを市民向けに広報し、事業概要の「見える化」を図る。

 新保健福祉施設のロゴマーク＆施設名称募集

市民公募により新保健福祉施設の愛称及びロゴマークを募集。
7



市役所北側駐車場からの外観

正面玄関周辺

県道側からの外観

新保健福祉施設イメージ

• 外観の色彩などはイメージであり、実際の
外観とは異なりますのでご了承ください。

• 外構関係（樹木など）もイメージとなりま
す。

8



１階 市民窓口エリア（約1,200㎡）

２階 保健福祉エリア（約750㎡）

◎写真は基本設計段階のイメージです。内容に変更が生じていますのでご了承ください。9



３階 市民交流エリア（約750㎡）

◎写真は基本設計段階のイメージです。内容に変更が生じていますのでご了承ください。

10



 1Fフロア ～市民窓口エリア～ 1,218.14㎡ 

福祉サービスの一元化を目指し、新施設建

設と合わせて、庁内組織の改編も検討。 

社会福祉協議会・地域包括支援センターも

福祉エリアに入居予定。 

プライバシーに関わる相談事項

にも対応するため、小さめの相

談ブースを４部屋設置。 

市役所のお堅いイメージではなく、和

やかな雰囲気の中、市政情報等に気軽

に触れられるような空間を目指す。 

来場者が迷うことなく、気軽に

相談できるように、福祉コンシ

ェルジュを設置。 

子どもを見守りながら安心して手

続きができるように、事務室に隣

接したキッズスペースを設置。 

子育て・保健サービスの充実を目指

し、庁内組織を改編し、利用者目線

の横断的な行政サービスを目指す。 

福祉エリア 

保健・子育てエリア 

報告２－２



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2Fフロア ～保健福祉エリア～ 748.00㎡  

２階の陸屋根部分は、基本設計では活用

想定は無かったが、専門家や職員等への

ヒアリングで様々な活用アイデアをいた

だいたため、イベント開催や市民のアー

ト展示などでの活用を想定。 

感染症蔓延時に、臨時的に感染症対策部署を設

置することを想定。 

医師へのヒアリングを通じて、心電図

室に流し台を追加で設置。 

健診スペースは、成人健診・母子健診等の各種

健診シーンに柔軟に対応するため、大空間を用

意。可動間仕切りにより３部屋に分割可。 

未就学のお子さんの発達面や行動面で心配事が

ある方向けの専用個別相談スペースを用意。 

待合スペースの拡充や TV設置などにより、健

診時の待合環境の向充実を図り、健診利用者

の満足度を高める。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3Fフロア ～市民交流エリア～ 748.00㎡  

介護予防教室、ダンスレッスン、エアロビクス教

室などの健康活動のほか、学生の吹奏楽練習やミ

ニコンサートなどの利用を想定し、防音の多目的

スタジオを設置。 

可動間仕切りにより、２室に分割可。 

※市民への貸出し（有償）を想定。 

土日・夜間の開館を想定した時の防犯

対策や、備品貸出などを考慮し、受付

兼事務所を設置して有人管理を行う。 

学生や市民が予約不要で集まり、自然と創作

意欲が湧くような多世代交流空間。 

また、高齢者が囲碁や将棋などを通じた、生

きがいづくりの場としての機能も見込む。 

６～１０名程度の会議室利用の需要が高い

ことを想定し、小さめの会議室を３室配置

し、従来の会議室よりも開放的で発想力が

湧いてくるような仕様とする。 

※市民への貸出し（有償）を想定。 

保健センターの食育指導での利用に限定せ

ず、空き時間には市民がキッチンスタジオと

して利用できるようにデザインや照明にも配

慮する。※市民への貸出し（有償）を想定。 

◎市民利用を想定し、土日・夜間も開館予定（３階のみ） 

◎多目的スペースは飲食自由 
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